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【研究プロジェクト名および概要】 
器官の形態の成り立ちを分子的に解明することを目的とし、特に栄養や物理的刺激などの環境ストレスに柔

軟に応答する形態形成現象に着目している。発生中の環境操作が容易なアフリカツメガエルの胚や幼生を使

用し、哺乳類モデルによるアプローチが難しい生物学的課題に両生類モデルで挑む。 
 
Ⅰ. 栄養環境に依存する器官形態形成に関する研究 
   1-1. 栄養が制御する甲状腺の発生と形態形成 
   1-2. 栄養摂取を基盤とする全身器官形態形成の連関機構 
 アフリカツメガエル幼生の甲状腺は栄養摂取に依存して形態形成を開始する(Curr Biol., 2022)。消化管ホル

モンや糖代謝、脂質代謝の関与が示唆されているがそれらの作用機序には不明な点が多い。異なる栄養条件

が甲状腺の形態を細胞レベルで制御する機構を明らかにし、その他の器官の発生との連関機構も探索する。 
 
Ⅱ. 胚表皮の恒常性維持機構に関する研究 
  アフリカツメガエル初期胚がもつ恒常性維持機構と修復機構を細胞骨格制御に着目して明らかにする。発

生中の胚の表皮は体の形がダイナミックに変わっても引き裂かれることなく体を覆い続け、たとえ受傷して

も分単位で修復する柔軟かつ強靭な組織である (JSC, 2019)。その基盤にある分子機構の解明を目指す。 
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【特殊技術・特殊装置】  
1. アフリカツメガエル胚・幼生へのマイクロインジェクション (遺伝子操作法含む)  
2. 共焦点顕微鏡によるアフリカツメガエル幼生の甲状腺イメージング  
3. 共焦点顕微鏡による胚表皮のライブイメージング  
4. 立体画像解析  
5. 胚・幼生を用いた遺伝子発現解析 
6. 細胞接着・細胞骨格イメージング  
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